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【報告・紹介】
八都県市３R 普及促進事業
─学生と行政による共同事業の意義と成果
千葉大学環境 ISO 学生委員会副委員長／千葉大学法経学部３年　
住友　寿衣
１．はじめに
　八都県市とは、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、横浜市、川崎市、千葉
市、さいたま市から組織される、連携して首都圏に共通する行政課題に取り組
む組織である。3R とは、Reduce（発生抑制）、Reuse（再使用）、Recycle（再
生利用）の頭文字をとったもので、資源循環型社会を実現するための方法や概
念をわかりやすくスローガン形式にしたものである。
　今回以下にご紹介させていただくのは、私たち環境 ISO 学生委員会が八都
県市と協同して行った「八都県市 3R 普及促進事業」の取り組みと、私が考察
したその意義や成果である。
２．「八都県市３R 学生サミット実行委員会」の結成
　八都県市 3R 普及促進事業は、八都県市首脳会議の下部組織である八都県市
廃棄物問題検討委員会における取り組みの一つとして、循環型社会の形成を進
めるため、八都県市域内の住民等に対して、3R を広く周知し、意識啓発を図
ることを目的として展開されてきた。毎年構成自治体が持ち回りで事務局を担
当しており、今年度の事務局は千葉県資源循環推進課である。なお、本事業は、
事務局である千葉県と、八都県市廃棄物問題検討委員会の構成団体であり、開
催場所でもある、千葉市との共催で行われた。
　19 年度の取り組みとして事務局は、「大学生により構成される実行委員会
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が主体となって 3R を普及促進するサミットを企画運営する」ことを提案した。
そこで千葉県内の大学で、千葉県環境基本計画策定委員会の委員を務めていた、
千葉大学環境 ISO 学生委員会と千葉商科大学環境 ISO 学生会議の両副代表に
声が掛けられ、両団体が快諾した。
　以上のような経緯で、‘3R を普及促進するサミット’を企画運営するために
「八都県市 3R 学生サミット実行委員会」（以下実行委員会）が、千葉大学環境
ISO 学生委員会と千葉商科大学環境 ISO 学生会議の任意参加メンバーで組織
された。
３．「八都県市３R 学生サミット」
　実行委員会は「八都県市 3R 学生サミット」（以下サミット）の開催にあた
り 2 つの企画を事務局に提案した。学生によるエコグッズのデザインコンペと、
リターナブルびんについて考えるパネルディスカッションである。また、2 つ
の企画の共通のテーマであるリユース（再使用）をとって、サミットのキャッ
チフレーズを「さぁ、しよう！再使用（リユース）！」に設定した。
　サミットは、平成 19 年 9 月 9 日（日）に、「エコメッセ 2007 in ちば」が
同時開催されている幕張メッセの国際会議場で開催し、約 100 人の一般客の
方々にお越しいただいた。サミットの内容は、2 つの企画の提案に基づいて、
次のような 2 部構成とした。第一部「リユースグッズ 学生デザインコンペ」、
第二部「パネルディスカッション ～使ってみませんか？リターナブルびん～」
である。以下にそれぞれの企画を詳しく紹介する。
３－１　第一部「リユースグッズ学生デザインコンペ」
　本企画は、八都県市内の大学に通うデザイン学専攻の大学生・院生がデザイ
ンするリユースグッズのデザインコンペをエコバッグ部門、マイ箸部門、タン
ブラー部門の 3 部門で行い、実行委員会と同年代の若者を中心に、環境問題に
関心が薄い人々にも広く 3R を普及啓発することを目的とした企画である。審
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査はデザイン学の専門家や環境省 3R 推進マイスターを交えた審査員 4 人とサ
ミット参加者で行い、応募作品 6 点の中からエコバッグ部門とタンブラー部
門の作品がグランプリを受賞した。
　コンペ応募作品 6 点の内訳は、エコバッグ部門 4 点、マイ箸部門 1 点、タ
ンブラー部門 1 点である。それぞれ応募者にはコンペにてモデル作品とパワー
ポイントを使用して、各自の作品についてプレゼンテーションをしてもらっ
た。全ての作品が機能性やデザイン性だけではなく、環境問題へのアプローチ
や考えをコンセプトに織り込んでいて、作品数こそ少ないものの非常にレベル
が高いコンペであったと思う。グランプリを受賞したのは、千葉大学工学部デ
ザイン工学科意匠系に在籍する鈴木築さん（エコバッグ部門）と、首都大学東
京システムデザイン学部システムデザイン学科インダストリアルコース在籍の
太田朝子さん（タンブラー部門）の作品である。鈴木さんのエコバッグは、一
人でも多くの人にエコバッグを持ってもらいエコについて考えてもらうために、
「カッコいい、持ち運びやすい」ことをコンセプトとして作製したエコバッグ
図２　太田さんのタンブラー図１　鈴木さんのエコバッグ
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である（図１）。手のひらサイズの筒状カプセルの中からナイロン生地のエコ
バッグを取り出し、持ち手の先端をカプセルの両端に引っ掛けてカプセル自身
を持ち手とする形状で、機能性もデザイン性も優れた作品である。太田さんの
タンブラーは、既存のタンブラーを携帯する時の問題点である‘かさばり’を
なくす平べったい箱状のスリムな形状のもので、3R の R からヒントを得てデ
ザインしたお洒落なバラをプリントしたタンブラーである（図２）。
　また、本企画はコンペを通して一人でも多くの人に 3R について興味関心を
持ってもらうよう呼びかけるために、本コンペを応援して頂きたいと考える著
名人の方々にお声がけを行った。その結果、石原良純さん、美輪明宏さんら 3
人の方々からご賛同していただき、当日配布資料にお名前・お写真・コメント
を掲載させていただくといった形で応援していただいた。サミット当日は応援
者の方々のご紹介に大いに会場が盛り上がった。
３－２　第二部「パネルディスカッション～使ってみませんか？リターナブ
ルびん～」
　本企画は、リユース素材のひとつであり、使用後何度も洗瓶して破損するま
で繰り返し使用する「リターナブルびん」についてパネルディスカッションを
通して知識を深め、あり方を見直し、全く新しいリターナブルびんを実行委員
会が提案する、といった内容の企画である。パネリストは、より議論を深める
ためにびんやリサイクルの関係者の方々にお願いした。長年リターナブルびん
を取り扱い推進してきた生活クラブ生協・びん再使用ネットワークの担当者中
村秀次さん、洗瓶を請け負っている瓶商代表者戸部昇さん、再商品化施設でイ
ンターンシップを経験した江戸川大学 3 年田中誠一さん、そして実行委員会
の私（住友）、以上４名のパネリストに加え、江戸川大学社会学部教授の吉田
正人先生をコーディネーターにお迎えして議論を行った。
　議論の流れは大きく分けて以下のように 4 部で構成された。
①実行委員会によるパネルディスカッションのテーマ説明
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②各パネリストの方々によるプレゼン
③実行委員会による R ドロップス導入提案のプレゼン
④各パネリストの提案への意見、会場からの意見
○コーディネーターによるまとめ
　以下にそれぞれの内容の概要を記載する。
①実行委員会によるパネルディスカッションのテーマ説明
　パネルディスカッションの開始に先立ち会場の参加者と共通認識をもつため
に、3R とは何か、3R の優先順位、パネルディスカッションのテーマ素材で
あるリターナブルびんとは何か、なぜリターナブルびんを素材として取り上げ
たのか（LCA 手法）について情報共有を行った。
②各パネリストの方々によるプレゼン
・びん商　戸部商事代表取締役　戸部昇さんのお話
　各種容器（アルミ缶、スチール缶、PET ボトル、ガラスびん）の生産（消費）・
回収・リサイクル量のデータを使用して、現在の日本における各種容器のリサ
イクルの現状をご説明いただいた。また、現在使用されているリターナブルび
んの現状を、そのリサイクル率のデータや現場から見た率直な意見を交えてお
話いただいた。さらに、無価物（ごみ）を有価物（リサイクル後の元ごみ）に
するためにどれほどのお金が支払われているのか、またそれらが税金で賄われ
ていること、そしてリターナブルびんとワンウェイ容器では無化物から有価物
へ処理する過程でかかるコストにどれほどの差額が生じるかについて説明して
いただいた。
・生活クラブ生協、びん再使用ネットワーク中村秀次さんのお話
　びん再使用ネットワークとリターナブルびんの歴史、実績、課題についてお
話いただいた。そして課題の一つである、リターナブルびんの不経済性の解決
策として、拡大生産者責任という概念をご紹介いただいた。
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・江戸川大学「環境エコロジカルネットワーク」田中誠一さんのお話
　インターン先である再商品化施設での体験談や感想をお話いただいた。
③ 実行委員会による R ドロップス導入の提案のプレゼン
　千葉大学環境 ISO 学生委員会は、
今年度 7 月から、びん再使用ネット
ワークが進める新しい再利用びん作成
に関するプロジェクト会議に若者代表
として参加している。びん再使用ネッ
トワークとは、生協団体所有びん容器
の規格統一をめざす生協団体のネット
ワークで、利用者である若者の意見を
反映させるということから、学生委員
会に参加依頼があったのである。その
会議の成果物が「R ドロップス」と名
付けられたデザイン性のある超軽量リ
ターナブルびんである（写真１）。学
生の意見は「Rドロップス」というネー
ミングをはじめ、作成の過程で大いに
反映されている。
　3R サミットでは、学生委員会メンバーで今回の実行委員でもある私（住
友）から、「R ドロップス」を大学生協で導入することを提案した。また併せて、
大学生協を提案先とした理由と、そして R ドロップスをより普及させるため
の工夫についても提案した。
④各パネリストの提案への意見、会場からの意見
　中村さんからは、リターナブルびんは絶滅危惧種的存在であり、メーカーも
写真１　びん再使用ネットワークが主体
となって企画・製造した新しい
リターナブルびん「Rドロップス」
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設備を破棄してしまっているところが多く、実際に運用するのは困難が伴うが、
消費者の声があれば実現の可能性は高まるというご意見をいただいた。戸部さ
んからは、以前日本には世界に誇るリターナブルびん利用回収システムが存在
したこと、やはりリユースの方がリサイクルより環境負荷が圧倒的に低いこと、
そして計画－実行－点検－見直しといった PDCA サイクルの概念でリユース
に取り組んでいってほしいということをお話いただいた。田中さんからは、R
ドロップスの大学生協への導入の際に生じると思われる問題点や、R ドロップ
スを江戸川大学での導入を希望する意見をいただいた。
　また会場からは、実行委員会の提案の問題点への具体的な指摘や、他のリユー
ス方法の紹介、リターナブルびんを普及するためにはどうしたらいいのか、そ
して若い世代への期待の声をいただいた。
○コーディネーターによるまとめ
　コーディネーターの吉田先生からは、完全な世代交代が未だ行われていない
今なら失われた再使用の習慣を見直すことができるのではないかということ、
そのために拡大生産者責任という概念は非常に有効な手段であるし、また社会
にそのような考えが受け入れられるために今回の若い世代からの提案はその大
きな一歩ではないか、というまとめをしていただいた。
　今回のパネルディスカッションは、環境問題への根本的社会問題についてか
ら、R ドロップスの具体的導入案まで幅広く議論できたと思う。また、びんに
関する関係者をパネリストにおよびしたことで、より現実に沿った議論ができ
たと思う。
４．学生サミットのその後の展開
　学生サミットは平成 19 年 9 月 9 日に終了したが、リユースグッズ、R ドロッ
プス共に今後も企画は継続し展開されつつある。
　まず、リユースグッズについては、グランプリ作品の商品化を検討してい
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る。具体的には、大学生協など製造のチャンネルを持ち販売を行っている団体
に、本コンペとグランプリ作品について紹介し、製造・販売していただけるよ
うに交渉している。製造した商品は各大学生協などで販売し、若者を中心に広
く 3R の普及啓発を呼びかける予定である。
　また、R ドロップスについては、パネルディスカッションでの議論を参考に
して、実行委員会からの R ドロップス導入の再提案を行い、その内容は報告
書にまとめて公表する予定である。
５．環境 ISO 学生委員会にとって八都県市３R 促進事業とは
　八都県市廃棄物問題検討委員会と、私たち千葉大学環境 ISO 学生委員会が
協同して一つの事業を行ったことには、学生委員会にとって大きく二つの意義
があった。
　1 点目は、今回の八都県市 3R 促進事業における行政との連携が、環境 ISO
学生委員会の活動が次の段階に進むための第一歩になったことである。2 点目
は、今後就業先の選択肢の一つである行政について実体験をもとにした理解と
知識を得られたことである。
　環境 ISO 学生委員会は、今年で設立 4 年目を迎え、現執行部は 4 代目に
あたる。ISO14001 に適合する千葉大学の環境マネジメントシステム（以下
EMS）の構築・運営を主体的に行うことを目的として組織され、設立以降 3
年は主に千葉大学 EMS の維持改善・認証取得範囲の拡大に尽力してきた。そ
の結果として 2005 年 1 月に西千葉キャンパス、2005 年 12 月に松戸、柏の葉
キャンパス、そして 2007 年 1 月に亥鼻キャンパスの認証取得をもって全キャ
ンパスにおける ISO14001 認証取得達成といった成果を挙げることができた。
そして今年 4 年目は、環境 ISO 学生委員会にとって節目の年であり、新たな
活動の方向性や可能性を示す年にあたる。今回、八都県市と協同して 3R 促進
事業を企画できたことは、環境 ISO 学生委員会が学内から学外へと活動の幅
を広げ、組織として新しい段階に進んだという大きな意義があった。
千葉大学　公共研究　第４巻第３号（2007 年 12 月）
209
　２点目は、非公式な形であるが千葉県資源循環推進課の事務局の方々に、八
都県市 3R 普及促進事業ではなくなるが来年度も協同して環境保全活動を行い
たいと仰っていただけたことである。リラックスした雰囲気の中で仰って頂け
たので、素直な感想で今回千葉大学と千葉商科大学への評価を伺えたのではな
いかと前向きに捉えている。今回のイベントをつうじて、学生委員会の 4 代
目として、他団体と連携して学外へ活動の幅を広げるという役割を果たし、次
の段階への第一歩を踏み出せたのではないかと思う。
　また、環境 ISO 学生委員会には将来行政、特に地方自治体での就業を希望
している者が多く在籍しているので、今回八都県市の職員と汗水垂らして一つ
の事業の企画・運営を協同させていただけたことは、就職活動の一歩としても
大きな意義があった。
６．私が八都県市３R 学生サミットの運営から学んだこと
　本サミットを企画運営して学んだことが大きく 2 点ある。企画を立案、実
施することの難しさと、他団体との連携の難しさである。
　この八都県市 3R 促進事業のお話を頂いたのは平成 19 年 6 月のはじめで、
諸事情により本格的に取り組み始めたのは 7 月に入ってからであった。その
際に伺った内容としては、「学生主体で平成 19 年 9 月 9 日に幕張メッセ国際
会議場で 3R を普及促進するサミットを開催してほしい」ということであった。
千葉県が事務局である 19 年 12 月までの間の連携事業とはいえ、当面の出口
であるサミット当日まで 2 ヶ月をきっていた。この時間的・内容的制約の中
で自他共に納得のできる企画を立案することから私たちの取り組みは始まった。
私が企画を立案・実施する課程において最も難しいと感じたのは、実現性を
持ってその企画を肉付けしていくことであった。最初に立案した内容が面白い
ものであっても実現性が伴わなければ意味が無い。また今回は特に時間的制約
が大きかったので、企画をより充実させていく課程においても様々な工夫が必
要であった。今回の企画では、3R を広く普及啓発するためにエコバッグなど
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の普及啓発アイテムを使用するというアイディアを、学生デザインコンペで普
及啓発アイテムを作成するという企画に昇華させる工夫をおこなったり、八都
県市内の大学に通う大学生・院生から短期間で多くのコンペ参加者を集めるた
めに指導教員の方を調べてメールを送ったりした。学生である私たちはコネク
ションが少なく、審査員などの関係者を集めることや若者に広報力のある著名
人の方々へコンペへの応援を依頼する方法がわからず、その交渉も非常に困難
であった。
　また、他団体と同じ目的目標に向かって共同作業を進めていくことの難しさ
も学んだ。それぞれの組織にはそれぞれの営みや文化があり、組織形態や概要
を多少見知ったとしても本質的にそれらを理解することは難しい。今回はその
協同連携の中で、異なる意見が融合することによって生じる化学反応や、また
逆に相互理解がうまくいかず主張がぶつかり合うといった問題を経験した。複
数の組織が連携する際に生じるメリット・デメリットを両方感じることができ、
こちらも非常に良い経験であったと思う。
　学生という立場で、特に関係者の範囲や費用に関して今回の規模のような企
画を実行できたことは貴重な機会であると思う。この企画を通して、学んだ多
くの社会的経験やその教訓・知識は就業後も生かせると思う。
　私個人は、将来特に地方自治体の環境政策の立案やその施行に関わる業務に
携わりたいと考えている。今回千葉大側の八都県市 3R 促進事業実行委員会の
代表を務めさせていただいたことは地方公務員という業種への理解を深める貴
重な機会になった。今回のイベントによって垣間見ることができた「行政の文
化」の様々な面を見つめながら、これから就職活動を行っていきたいと思う。
E-Mail：info@chiba-univ.net
HP：http://env.chiba-univ.net/
 （すみとも・ひさえ）
 （2007 年 10 月 19 日受理）
